
THE  TOKEIKOUGEI  SHIMBUN第２５４８号（１） 令和７年（２０２５年）５月２０日
昭和 21 年１２月２０日第三種郵便物認可 ・ ５日 ・ ２０日発行 ・ 購読料１カ年送料共 11,000 円
・ 一部３３０円 ・ 海外購読料１カ年送料共航空便３万円～３万８千円 （地域により異なる）

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）
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貴金属地金相場旬報
日　付 円相場金 銀Pt

―田中貴金属工業調べ―

主なニュース主なニュース主なニュース

　キクチ眼鏡専門学校は４月１０
日に令和７年度入学式（第４８回）
を行った。今年の入学者数は眼鏡
光学科６人、眼鏡光学専攻科２人
の合計８人。

「第２回宝石検定」を8月
24日に全国一斉開催（２面）

キクチ眼鏡専門学校に今
年は８人が入学（３面）

過去最大規模で第29回
神戸国際宝飾展開催（4面）

　「第２回宝石検定」を、８月
２４日（日）にオンラインで全国
一斉開催する。「第１回宝石検定」
では２０００人以上が受検した。

　ＲＸジャパン㈱が５月１５日～
１７日、神戸国際展示場で４６０
社が出展する西日本最大の宝飾展

「第２９回神戸国際宝飾展」を今
年は過去最大の規模で開催した。
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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７
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宝
石
と
の

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

新社名の由来
　①「石」のｉと「福」のＦの頭文字を組み
合わせ「ｉＦ」。創業者（故橋本養三氏）の
想いも残し、のちに歴史観も感じてもらえる
ように。

　６月１日付けで取締役管理部
長の宇内孝行氏を取締役専務へ
昇任する。
　同社の役員は次のとおり。
▽代表取締役社長＝山本孝広
▽取締役専務＝宇内孝行（昇任）
▽取締役＝大熊剛

〈
新
社
名
に
伴
い
「
新
総
合
カ

タ
ロ
グVol.16

」
を
発
表
〉

　
新
社
名
変
更
に
伴
い
６
月
１

日
か
ら
「
新
総
合
カ
タ
ロ
グ

Vol.16

」
を
発
刊
す
る
。
前

総
合
カ
タ
ロ
グVol.15

発
刊

か
ら
２
年
が
経
過
し
、
そ
の
間

に
約
４
７
０
点
の
新
製
品
を
出

し
て
い
る
。
今
回
の
新
カ
タ
ロ

グ
で
は
、
新
製
品
４
７
０
点
を

す
べ
て
掲
載
し
て
い
る
。
全

２
５
６
ペ
ー
ジ
。

　
ま
た
、
社
名
改
称
し
再
出
発

に
あ
た
り
、
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

を
若
草
色
に
し
た
。

〈
Ｎ
Ｅ
Ｗ
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り
〉

　
６
月
２
日
か
ら
「
新
総
合
カ

タ
ロ
グVol.16

」
を
１
社
１

冊
無
料
進
呈
す
る
。
複
数
冊
の

場
合
は
有
料
と
な
る
。

　
買
い
上
げ
の
お
客
に
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
ラ
イ
ダ
ー
付
き

チ
ャ
ッ
ク
袋
を
進
呈
（
数
量
が

な
く
な
り
次
第
終
了
）。

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ
の
国
内

シ
ェ
ア
約
50
％
。
自
社
工
場
で

素
材
か
ら
仕
上
が
り
ま
で
一
貫

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
東

京
都
台
東
区
、長
堀
慶
太
会
長
）

は
、
こ
の
ほ
ど
２
０
２
５
年
１

月
～
３
月
期
の
定
期
業
況
調
査

報
告
を
公
表
し
た
。

　【
業
況
】
は
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス

21
・
４
に

　
２
０
２
５
年
１
～
３
月
期
の

業
況
［
総
合
］
は
、
前
年
同
期

比
８
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
（
Ｄ
Ｉ

マ
イ
ナ
ス
21
・
４
）
と
、
今
期

は
再
び
後
退
し
た
。
Ｄ
Ⅰ
値
は

２
０
２
４
年
７
～
９
月
期
（
Ｄ

Ⅰ
マ
イ
ナ
ス
20
・
３
）
並
み
。

　
売
上
高
（
13
・
３
ポ
イ
ン
ト

減
）、
仕
入
高
（
８
・
４
ポ
イ
ン

ト
減
）、
利
益
率
（
７
・
２
ポ
イ

ン
ト
減
）も
揃
っ
て
悪
化
し
た
。

　
こ
の
背
景
と
し
て
「
金
価
格

上
昇
の
影
響
が
大
き
い
」（
製

造
）、「
受
注
減
少
、
上
向
く
気

配
感
じ
ら
れ
ず
」（
製
造
卸
）、

「
停
滞
気
味
の
状
況
が
継
続
」

（
小
売
）
な
ど
が
あ
り
、
更
に

今
後
は
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影

響
は
避
け
ら
れ
ず
」（
卸
）
と

い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
く
あ
る
。

　
前
期
比
で
は
業
況
［
総
合
］

が
前
期
の
19
・
０
ポ
イ
ン
ト
増

か
ら
一
転
、
16
・
９
ポ
イ
ン
ト

減
（
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス
19
・
１
）。

売
上
高（
19
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
）、

仕
入
高（
８
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
）、

利
益
率
（
８
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
）

も
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
た
。

　【
次
期
見
通
し
】
２
・
０
ポ
イ

ン
ト
減
と
悪
化

　
今
期
実
績
と
比
較
す
る
次
期

（
２
０
２
５
年
４
～
６
月
期
）

見
通
し
は
、
業
況
［
総
合
］
が

２
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
で
あ
る
。

　
売
上
高
、
仕
入
高
、
利
益
率

も
悪
化
見
込
み
で
、
先
行
き
へ

の
懸
念
が
あ
る
。

総 合

業況の業態別推移（前年同期比・DI値）

20

40
（DI値）

0

-40

-80

-20

-60

（月）

（年）

1～3
2020 2021

4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12
2022

1～3 4～6 7～9
2023 2024 2025

1～310～12 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

輸入卸

小 売
製 造

製造卸
総 合

卸

小 売●

製造卸●

卸■

製 造■総 合■

輸入卸■

■

●

■

●
■■
■●

●■
■■

■

●

■■
●

■

■

■●■
■●

■

■

●

●■
■

●

■■

●
■
■

■

●

■

●
■

■

■●

●

■

■

■

■

●

■

■

■

●

■

●

■

■

■

●

●

■

●

■

■

■

■
■

●

●

●

■

■

■
■

●

●

■

■

■

■
●

■

■ ■

■

■

■
●

●

■

■

●
■

●
■

●

●

■

■■
■

■

■

●

●

■■

■

■

■■
●
●

■

■■

■

■

●

●

■

■

●

■
●

１９７９年　２月１日、日本初の宝飾部品専門店 「石福ジュ
　　　　　　エリーパーツ㈱」が誕生。創業者の橋本養三氏
　　　　　　（元・石福金属工業㈱宝飾部長）ら７人でスター
　　　　　　ト。ブランド：ｉＦＫシャトンをメインに、パー
　　　　　　ツ２００アイテムでスタート
１９８０年　通販を目的に「パーツ総合カタログ」を発刊
１９９４年　取り扱い品目は、１５年で３０００アイテムへ
１９９６年　創業者：橋本は会長職へ。古宮尚孝氏が代表取
　　　　　　締役社長に就任。
２０００年　御徒町駅前に自社ビルを取得（現在地）。「御徒
　　　　　　町みきビル」と命名
２００１年　創業者：橋本氏が「ジュエリータウンおかちま
　　　　　　ち（ＪＴＯ）」の３代目会長に就任
２００３年　御徒町みきビルへ移転。「総合カタログＶｏｌ .
　　　　　　１０」と社史「社員と家族の豊かさを目指した
　　　　　　２５年」を発刊
２０１２年　山本孝広氏が代表取締役社長に就任（３代目）
２０１９年　５月１９日に創業者：橋本氏が逝去
２０２０年　取り扱い品目が６０００アイテムを超える
２０２２年　工具「ハンドツール」を拡充し、店内リニューアル
２０２３年　現社長：山本氏がＪＴＯ７代目会長に就任。　
　　　　　　「総合カタログＶｏＩ . １５」と別冊「ハンド
　　　　　　ツールカタログ」の２冊同時発刊
２０２４年　親会社：石福貴金属工業㈱との資本関係を解消
２０２５年　６月１日、新会社「㈱ｉＦジュエリーパーツ」
　　　　　　へ改称。「総合カタログＶｏＩ . １６」を発刊。
　　　　　　取扱商品７０００アイテムを超える　

し
、
石
福
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ

㈱
の
こ
と
が
良
く
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
て
、
親
会
社
の
方
か

ら
資
本
解
消
の
話
が
出
て
、
半

年
ぐ
ら
い
で
急
ピ
ッ
チ
で
資
本

解
消
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
」
と
経
過
を
説
明
。

　
さ
ら
に
「
親
会
社
か
ら
名
前

を
変
え
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
そ
の
ま
ま
石
福
ジ
ュ
エ

リ
ー
パ
ー
ツ
㈱
の
名
前
を
使
い

続
け
る
の
な
ら
暖
簾
代
が
相
当

高
く
、
社
名
も
変
更
す
る
こ
と

に
な
っ
た
」
と
説
明
し
た
。

　
そ
し
て
、
旧
社
名
も
１
年
ほ

ど
は
併
記
し
、
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ

ー
も
若
草
色
に
変
更
し
店
舗
も

変
え
て
い
く
、
と
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
山
本
社
長

は
「
創
業
者
の
元
で
長
く
働
い

て
い
た
が
、
当
時
は
業
界
も
伸

び
て
い
る
時
代
で
し
た
。
現
在

は
、
厳
し
い
時
代
で
す
が
、
乗

り
越
え
て
い
く
こ
と
が
ト
ッ
プ

の
役
目
で
す
。
ハ
ン
ド
ツ
ー
ル

な
ど
時
代
に
沿
っ
た
ニ
ー
ズ
を

広
げ
て
く
経
営
を
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
当
社
の
50
周
年
ま
で

は
ｉ
Ｆ
の
名
前
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
同
席
し
て
い
た
Ｊ
Ｔ
Ｏ
の
亀

山
実
名
誉
会
長
は
、
創
業
時
の

思
い
出
を
語
り
「
こ
れ
か
ら
も

っ
と
良
く
な
る
よ
う
応
援
し
て

い
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

ＪＪＡ定期業況調査報告 ２０２５年
１月～３月

8.6
ポ
イ
ン
ト
減
で
再
び
後
退

次
期
（
４
～
６
月
期
）
見
通
し
に
懸
念

前
　
年

同
期
比

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

も
若
草
色
に
変
更

親
会
社
の
石
福
貴
金
属
工
業
が
資
本
解
消

６
月
１
日
か
ら
新
社
名
に

アイエフ

石福ジュエリーパーツ㈱が社名変更創業から４７年

挨拶する山本社長

亀山名誉会長

　②ｉを小文字にしていることは
　ｉｆ、ＩＦでは「イフ」と読むのが一般的
なので「ｉ」を小文字にして、イフと読まな
いように表している。
　また、携帯電話の代名詞となっている

「iPhone」やノーベル賞を受賞した山中教授
の「iPS 細胞」も小文字の「ｉ」で始まる。

「iPhone」のように皆様に広く知ってもらい
たい願いを込め、さらに、今後の再生医療分
野を担っていく「iPS 細胞」への期待にあや
かって新社名も小文字の「ｉ」にした。「小（小
文字）」から始まり「大（大文字）」へ成長す
べく企業の願いも込めている。

　③ｉ⇒インフォーマー（情報提供）、イノ
ベーション（新しい価値の創造）、Ｆ⇒フュー
チャー（未来）の意味も込めている。

　④石福ジュエリーパーツ㈱も、五十音順の
社名で上位の方だが、新社名：アイエフジュ
エリーパーツは、業界内で最上位となる新社
名。よって石福を超える新社名と思う。

　⑤業界内での新社名の法則に沿っている。
　業界内での過去の例では、双日ジュエリー
㈱がエスジェイ（ｓＪ）ジュエリー㈱、㈱ナ
カガワジュエリーが㈱エヌジェー（ＮＪ）に

石福ジュエリーパーツ㈱の主な変遷

役
員
人
事

ア
イ
エ
フ

Ｊ
Ｔ
Ｏ
亀
山
名
誉
会
長「
今
後
も
応
援
」

　
東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合
（
東
京

都
中
央
区
、
山
崎
親
一
理
事
長
）
は
、

５
月
13
日
に
東
京
都
港
区
の
ベ
イ
サ
イ

ド
ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
で
「
第
78

期
通
常
総
会
を
開
催
し
、
山
崎
理
事
長

の
再
任
を
決
め
、
続
い
て
行
わ
れ
た
懇

親
会
に
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
東
京
都

眼
科
医
会
の
井
上
賢
治
副
会
長
か
ら
千

葉
県
と
佐
賀
県
の
日
メ
協
の
小
売
店
会

員
を
対
象
に
、
日
眼
医
の
「
推
奨
眼
鏡

店
制
度
」
の
運
用
に
向
け
た
実
証
試
験

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

「
眼
科
医
会
推
奨
眼
鏡
店
制
度
」

実
証
試
験
開
始
へ

東
京
都
眼
科
医
会
の

井
上
副
会
長
が
発
表

　
実
証
試
験
（
テ
ス
ト
ラ
ン
）

で
は
、
小
売
店
会
員
が
普
段
連

絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
各
県
の

眼
科
専
門
医
の
推
薦
を
受
け
、

申
請
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
な
デ
ー

タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
入
力
し

申
請
す
る
流
れ
と
と
も
に
、
申

請
後
に
行
う
、
推
薦
さ
れ
た
眼

科
専
門
医
と
所
属
す
る
各
県
眼

科
医
会
か
ら
承
認
手
続
き
、
さ

ら
に
そ
の
後
の
日
眼
医
と
日
メ

協
が
申
請
者
の
要
件
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
日
眼
医
の
「
推
奨

証
」
の
発
行
に
至
る
ま
で
、
適

切
に
か
つ
ス
ム
ー
ス
に
運
用
さ

れ
る
の
か
の
検
証
を
行
う
（
詳

細
は
、
次
号
に
掲
載
）。

　
ま
た
、
会
半
ば
で
は
、
２
０

０
１
年
か
ら
続
け
て
い
る
日
本

ア
イ
バ
ン
ク
協
会
寄
託
金
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
、
今
年
は
、
６

万
８
８
７
６
円
が
贈
ら
れ
た
。

　
総
会
は
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
８
号
議
案
ま
で
審
議
さ
れ
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
中
の

第
７
号
議
案
・
理
事
及
び
監
事

選
挙
の
件
で
は
、
全
て
の
役
員

が
再
任
さ
れ
た
（
別
表
参
照
）。

　
そ
の
後
開
か
れ
た
懇
親
会
で

は
、
山
崎
親
一
理
事
長
の
挨
拶

に
続
い
て
来
賓
代
表
挨
拶
に
立

っ
た
東
京
都
眼
科
医
会
の
井
上

賢
治
副
会
長
が
、
日
本
眼
科
医

会
と
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
（
日
メ

協
）
は
５
月
８
日
か
ら
、
千
葉

県
と
佐
賀
県
の
日
メ
協
の
小
売

店
会
員
を
対
象
に
、
日
眼
医
の

「
推
奨
眼
鏡
店
制
度
」
の
運
用

に
向
け
た
実
証
試
験
を
行
う
こ

と
を
公
表
し
た
。

山
崎
理
事
長

再
任
を
決
定

▽代表理事＝山崎親一（総括・理事長）、
白山聡一（渉外）
▽副理事長＝岩城大（総務）、金井章（販
促）新、杉本佳菜子（教育）
▽常任理事＝石澤良澄（事業兼会計）
新、杉谷宗彦（事業）、時澤淳一郎（販
促）、前川公一（総務）、鞠子潔（販促）
▽理事＝片山敬三（総務）、九鬼悦子（総
務）新、舩戸康男（販促）
▽監事＝伏見浩一、林浩三（会計監査）

東京眼鏡販売店協同組合
2025～2026年度役員

東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合

山崎理事長井上副会長

ア
イ
バ
ン
ク
協
会
へ
寄
託
金

生
産
し
高
品
質
を
保
つ
石
福
ジ

ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ
㈱
（
東
京
都

台
東
区
上
野
５
―
22
―
６
御
徒

町
み
き
ビ
ル
、
山
本
孝
広
代
表

取
締
役
）
は
、
先
ご
ろ
記
者
会

見
を
開
き
、
６
月
１
日
か
ら
社

名
を
「
株
式
会
社
ｉ
Ｆ
（
ア
イ

エ
フ
）
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ
」

に
変
更
す
る
こ
と
を
公
表
し

た
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
会
見
で
山
本
社
長
は

「
１
９
７
９
年
の
石
福
ジ

ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ
㈱
創
業

か
ら
２
月
１
日
で
47
年
目

に
な
り
ま
す
。
親
会
社
の

石
福
貴
金
属
工
業
㈱
は
工

業
系
に
経
営
を
シ
フ
ト



第２５４８号 令和７年（２０２５年）５月２０日 （２）（第三種郵便物認可）

東京都中央区京橋２ー1ー1

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 230 338 147.0% 230 338 147.0%

ﾈｯｸﾚｽ 3,407 2,601 76.3% 3,407 2,601 76.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 740 601 81.2% 740 601 81.2%

その他 483 227 47.0% 483 227 47.0%

計 4,860 3,767 77.5% 4,860 3,767 77.5%

指輪 133 98 73.7% 133 98 73.7%

ﾈｯｸﾚｽ 13,338 11,806 88.5% 13,338 11,806 88.5%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 3,786 3,978 105.1% 3,786 3,978 105.1%

その他 3,981 4,877 122.5% 3,981 4,877 122.5%

計 21,238 20,759 97.7% 21,238 20,759 97.7%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 0 7 － 0 7 －

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 1,858 1,963 105.7% 1,858 1,963 105.7%

計 1,858 1,970 106.0% 1,858 1,970 106.0%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 25 65 260.0% 25 65 260.0%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 20 21 105.0% 20 21 105.0%

その他 0 0 － 0 0 －

計 45 86 191.1% 45 86 191.1%

指輪 363 436 120.1% 363 436 120.1%

ﾈｯｸﾚｽ 16,770 14,479 86.3% 16,770 14,479 86.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,546 4,600 101.2% 4,546 4,600 101.2%

その他 6,322 7,067 111.8% 6,322 7,067 111.8%

計 28,001 26,582 94.9% 28,001 26,582 94.9%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 30 123 410.0% 30 123 410.0%

盃 1,240 919 74.1% 1,240 919 74.1%

バッジ 0 210 － 0 210 －

その他 588 711 120.9% 588 711 120.9%

計 1,858 1,963 105.7% 1,858 1,963 105.7%

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和7年4月)

コンビ製品

合　計

白金製品

金製品
(WG含む)

銀製品

　
㈱
コ
ー
セ
ー
（
東
京
都
中
央

区
、
小
林
一
俊
代
表
取
締
役
社

長
）
は
、
ハ
イ
プ
レ
ス
テ
ー
ジ

ブ
ラ
ン
ド
『
コ
ス
メ
デ
コ
ル

テ
』
の
美
容
液
「
リ
ポ
ソ
ー
ム 

ア
ド
バ
ン
ス
ト
　
リ
ペ
ア
セ
ラ

ム
」
と
、
世
界
的
に
有
名
な
ス

イ
ス
の
高
級
機
械
式
腕
時
計
ブ

ラ
ン
ド
『
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ
ラ

ー
』
と
の
特
別
な
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
発
表
し
た
。（
写
真
）

　
今
回
の
限
定
ボ
ト
ル
は
、
フ

ラ
ン
ク 

ミ
ュ
ラ
ー
独
自
の
個

性
的
な
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
書
体

「
ビ
ザ
ン
数
字
」
に
よ
る
美
し

さ
と
華
や
か
さ
、
双
方
の
ク
ラ

フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
が
ち
り
ば
め

ら
れ
た
、
２
種
類
の
数
量
限
定

デ
ザ
イ
ン
。

　
■
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ
ラ
ー
店

舗
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い

て 　『
フ
ラ
ン
ク 

ミ
ュ
ラ
ー
』
３

店
舗
限
定
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
商
品
展
示
を
実
施

　
左
記
３
店
舗
で
『
コ
ス
メ
デ

コ
ル
テ
』
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
ボ
ト
ル
お
よ
び
キ
ー
ビ
ジ

ュ
ア
ル
の
展
示
を
実
施
し
て
い

る
。

　
※
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ト

ル
は
数
量
限
定
の
た
め
、
商
品

が
売
り
切
れ
次
第
、
店
頭
展
示

も
終
了
と
な
る
。

　
※
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ト

ル
は
左
記
３
店
舗
で
の
販
売
は

し
な
い
。

　【
実
施
店
舗
】

　
・FRANCK M

ULLER 
GENEVE

（GINZA SIX

）

　
・FRANCK M

ULLER 
W

ATCHLAND 

東
京

　
・FRANCK M

ULLER 
W

ATCHLAND 

大
阪

　
※FRANCK M

ULLER 
W

ATCHLAND 

東
京
とFR

ANCK M
ULLER W

ATC
HLAND 

大
阪
は
、
火
曜
日

定
休
と
な
る
。

　
日
本
宝
石
協
会
（
東
京
都
台
東
区
東
上
野
）

は
、
宝
石
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
知

識
を
問
う
「
第
２
回
宝
石
検
定
」
を
、
８
月
24

日
（
日
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
一
斉
開
催
す

る
。
３
級
・
２
級
の
受
検
申
込
受
付
を
開
始
し

て
い
る
。
自
宅
の
カ
メ
ラ
つ
き
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
全
国
ど
の

地
域
か
ら
も
受
検
が
可
能
。
地
球
が
育
ん
だ

奇
跡
の
石
、
宝
石
。
そ
の
美
し
さ
、
耐
久
性
、

希
少
性
を
学
ぶ
「
第
１
回
宝
石
検
定
」
で
は

２
０
０
０
人
以
上
が
受
検
し
、
３
級
の
合
格
率

は
89
％
、
２
級
の
合
格
率
は
72
％
だ
っ
た
。

　
◆
第
１
回
受
検
者
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果

　
好
き
な
宝
石
ベ
ス
ト
５
①
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
②
サ
フ
ァ
イ
ア
③
ア
レ

キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
④
タ
ン
ザ
ナ
イ

ト
⑤
オ
パ
ー
ル

　
98
％
の
方
が
宝
石
に
関
し
て
有

意
義
な
知
識
が
身
に
付
い
た
と
回

答　• 

化
学
式
や
名
前
の
由
来
な

ど
、
宝
石
の
基
本
的
な
事
柄
に
つ

い
て
学
べ
た

　• 

宝
石
の
み
な
ら
ず
、
地
学
的

要
素
な
ど
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
入
っ

て
い
た

　• 

誕
生
石
や
産
地
の
イ
メ
ー
ジ

が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た

　
第
１
回
宝
石
検
定
実
施
後
も
、

公
式
テ
キ
ス
ト
販
売
を
継
続
し
て

お
り
、
検
定
実
施
希
望
の
声
が
多

数
だ
っ
た
た
め
第
２
回
を
開
催
す

る
。

　
◆
宝
石
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト

　
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

「
宝
石
検
定
３
級
・
２
級
公
式
テ

キ
ス
ト
」
は
、
宝
石
が
美
し
い
理

由
、
生
成
の
過
程
、
そ
れ
ぞ
れ
の

性
質
や
特
徴
、
加
工
に
至
る
プ
ロ

セ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
原
子
や
結
晶

の
組
成
に
つ
い
て
も
優
し
く
楽
し

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
宝
石
全
般
を
学
ぶ
概
論
か
ら
、

32
種
類
の
宝
石
に
つ
い
て
各
々
の

性
質
や
物
語
を
深
く
掘
り
下
げ
る

各
論
ま
で
、
鉱
物
・
宝
石
フ
ァ
ン

必
携
の
テ
キ
ス
ト
。

　「
宝
石
検
定
３
級
・
２
級
公

式
テ
キ
ス
ト
」
オ
ー
ル
カ
ラ
ー 

２
１
０
ペ
ー
ジ

　
製
本
版
テ
キ
ス
ト
価
格
：
３
２

０
０
円
（
税
込
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン
テ
キ
ス
ト
価
格
：

２
５
０
０
円
（
税
込
）

　
◇
第
２
回
宝
石
検
定
開
催
概
要

　
◇
主
催
：
日
本
宝
石
協
会

　
◇
運
営
：
日
販
セ
グ
モ
㈱

　
◇
実
施
日
：
８
月
24
日
（
日
）

　
◇
申
込
受
付
締
切
：
コ
ン
ビ
ニ

決
済
：
８
月
５
日
（
火
）
ま
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
８
月
12
日（
火
）

17
時
ま
で

　
◇
受
検
形
式
：
オ
ン
ラ
イ
ン
検

定
（
カ
メ
ラ
付
き
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

　
◇
階
級

　
３
級
：
宝
石
の
種
類
や
特
徴
等

の
基
本
的
な
知
識
を
ひ
と
と
お
り

習
得
し
て
い
る
基
礎
レ
ベ
ル
。
試

験
時
間
60
分
出
題
１
０
０
問

　
２
級
：
宝
石
の
産
地
や
生
成
、

色
彩
の
秘
密
等
、
宝
石
に
関
わ
る

幅
広
い
知
識
を
習
得
し
、
自
ら
宝

石
の
魅
力
を
深
く
探
究
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
中
級
レ
ベ
ル
。
試

験
時
間
60
分
出
題
１
０
０
問

　
◇
受
検
料
：
３
級
５
５
０
０
円

（
税
込
）
２
級
７
７
０
０
円
（
税

込
）。
３
級
・
２
級
併
願
１
万
２

１
０
０
円
（
税
込
）　

　
◇
公
式
サ
イ
ト
：https://

w
w

w
.kentei-uketsuke.

com
/gem

stones

　
◇
８
月
１
日（
金
）～
３
日（
日
） 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
の

「TOKYO JEW
ELRY FES 

’

25 Sum
m

er

」 

に
宝
石
検
定
が
出

展
す
る
。宝
石
検
定
の
出
展
内
容
、

詳
細
な
情
報
は
、
今
後
宝
石
検
定

公
式
サ
イ
ト
で
案
内
予
定
。

　
㈱
ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

（
東
京
都
台
東
区
）
は
、
３
月

25
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
並

び
に
取
締
役
会
で
左
記
の
と
お

り
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

　
▽
代
表
取
締
役
社
長
＝
千
賀

英
輝
▽
常
務
取
締
役
＝
酒
井
暢

也
▽
同
＝
栄
憲
治
▽
同
本
部
長

＝
五
十
嵐
友
実
（
本
部
勤
務
、

新
任
）▽
取
締
役
＝
西
村
久（
新

任
）
▽
同
＝
江
藤
晃
輔
（
新
任
）

▽
同
＝
山
本
貴
之
（
新
任
）
▽

監
査
役
＝
清
田
祐
一
▽
相
談
役

＝
中
澤
実
仟
盛
▽
顧
問
＝
菅
田

茂　
な
お
、
取
締
役
の
菅
田
茂
、

常
務
取
締
役
の
新
美
利
治
、
佐

藤
功
一
、
本
部
長
の
内
田
知
道

は
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
し

た
。

報
告
さ
れ
た
。

　
９
月
17
日
か
ら
21
日
に
開
催

さ
れ
るJewellery

＆Gem
 

W
ORLD Hong Kong

会
場

内
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
・

パ
ビ
リ
オ
ン
を
新
設
す
る
こ
と

と
な
っ
た
旨
の
報
告
が
っ
た
。

ジ
ェ
ト
ロ
か
ら
の
補
助
金
に
よ

り
、
グ
レ
ー
ド
感
の
あ
る
装
飾

の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
設
営
す
る
予

定
で
準
備
を
進
め
て
お
り
、
ジ

ェ
ト
ロ
が
個
別
ブ
ー
ス
、
協
会

が
共
同
ブ
ー
ス
に
つ
い
て
出
品

募
集
し
て
い
る
旨
、
併
せ
て
報

告
が
あ
っ
た
。

　
東
京
商
工
会
議
所
台
東
支
部

主
催
で
小
中
学
校
で
の
制
作
体

験
教
室
を
年
４
回
と
都
立
工
芸

高
校
で
の
技
能
講
座
を
年
１
回

開
催
予
定
で
あ
る
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。

布
資
料
に
基
づ
い
て
説
明
が
あ

り
、
同
件
を
第
14
回
通
常
総
会

に
上
程
す
る
旨
審
議
さ
れ
、
全

員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
２
０
２
４
年
度
の
決
算
報
告

に
つ
い
て
、
貸
借
対
照
表
、
収

支
計
算
書
、
公
益
目
的
支
出
計

画
実
施
報
告
書
な
ど
の
財
務
諸

表
に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
収

支
計
算
書
で
は
、
当
期
経
常
増

減
額
が
当
初
予
算
で
マ
イ
ナ
ス

で
あ
っ
た
が
、
決
算
額
で
は
大

幅
に
赤
字
幅
が
改
善
さ
れ
、
転

じ
て
黒
字
決
算
と
な
り
、
さ
ら

に
、
２
０
２
４
年
度
末
日
の
公

益
目
的
財
産
額
に
つ
い
て
の
説

明
が
併
せ
て
報
告
が
あ
り
、
本

件
を
第
14
回
通
常
総
会
に
上
程

す
る
旨
審
議
さ
れ
、
全
員
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
３
月
の
退
会
届
３
社
を
含
め

個
人
・
法
人
正
会
員
10
社
か
ら

退
会
届
け
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

３
月
31
日
ま
で
に
年
会
費
未
納

の
個
人
・
法
人
正
会
員
が
10
社

と
な
り
、
退
会
扱
い
と
な
っ
た

旨
、
併
せ
て
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
２
０
２
５
年
４

月
11
日
現
在
の
正
会
員（
個
人
・

法
人
）
８
０
０
社
、
賛
助
会
員

22
と
な
っ
た
。

　
会
員
情
報
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
関
連
情
報
お
よ

び
ア
ワ
ー
ド
受
賞
作
品
の
投
稿

並
び
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
て
、
現
在
の
フ

ォ
ロ
ワ
ー
数
が
１
万
６
７
５
８

人
と
な
っ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　
ま
た
、
新
規
製
作
の
「
宝
石

手
ぬ
ぐ
い
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
使
用
及
び
東

京
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ス
２
０

２
５
と
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー

フ
ェ
ア
２
０
２
５
会
場
内
で
配

布
し
て
フ
ォ
ロ
ワ
ー
獲
得
に
つ

な
げ
て
い
く
旨
、
併
せ
て
報
告

が
あ
っ
た
。

　
素
材
展
と
製
品
展
を
別
会
場

で
３
月
２
日
か
ら
８
日
に
開
催

さ
れ
た
香
港
ジ
ュ
エ
リ
ー
シ
ョ

ー
に
つ
い
て
、
素
材
展
に
約
３

万
２
０
０
０
人
、
製
品
展
に
約

５
万
１
０
０
０
人
が
来
場
、
出

展
社
数
は
素
材
展
で
１
６
９
６

社
、
製
品
展
で
２
３
０
５
社
で

あ
っ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
日
本
か
ら
の
出
展
社
数

は
１
７
８
社
で
、
そ
の
う
ち
１

５
０
社
が
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ

ン
に
出
展
し
、
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ

リ
オ
ン
へ
の
出
展
社
数
及
び
広

さ
が
過
去
最
高
と
な
っ
た
旨
、

併
せ
て
報
告
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ

オ
ン
へ
の
出
展
社
数
の
増
加
に

よ
る
香
港
貿
易
発
展
か
ら
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、「
吊

り
下
げ
バ
ナ
ー
」
お
よ
び
「
大

型
ラ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
」
の
広
告

を
掲
示
し
、
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ

オ
ン
へ
の
誘
致
を
行
っ
た
旨
、

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
は
、

５
月
９
日
に
定
例
記
者
会
見
を

開
き
、
４
月
25
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
た
２
０
２
５
年
度
第
1

回
理
事
会
の
概
要
を
報
告
し

た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
個
人
・
法

人
正
会
員
６
社
の
新
規
入
会
申

し
込
み
が
あ
っ
た
旨
説
明
が
あ

り
、
審
議
の
結
果
、
全
員
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
配
布
資
料
に
基
づ
い
て
、
次

期
役
員
候
補
者
（
案
）
と
次
期

執
行
役
員
候
補
者
（
案
）
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
次
期
役
員

候
補
者
（
案
）
に
つ
い
て
は
６

月
開
催
の
通
常
総
会
に
上
程

し
、
次
期
執
行
役
員
候
補
者

（
案
）
に
つ
い
て
は
通
常
総
会

後
の
臨
時
理
事
会
に
上
程
す
る

旨
の
提
案
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

２
０
２
５
年
度
の
部
会
・
委
員

会
組
織
表
（
案
）
に
つ
い
て
は
、

内
容
説
明
後
に
通
常
総
会
後
の

臨
時
理
事
会
に
上
程
す
る
旨
、

併
せ
て
提
案
が
あ
り
、
審
議
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。

　
２
０
２
４
年
度
の
事
業
報
告

と
し
て
、「
概
況
」「
重
点
施
策

の
実
施
状
況
」
及
び
「
各
事
業

別
実
績
報
告
」
に
つ
い
て
、
配

　Jeweller’s Study Club は、
４月２５日に大阪市中央区のＯ
ＭＭ大阪マーチャンダイズ・マ
ートビル２階で６５人が参加し
てｊｓｃ春研究会「石ふしぎ大
発見展」を開催した。
　テーマは『宝石産地の温故知
新』。GIA Tokyo 合同会社研究
部門 FGAGG の桂田祐介博士
が講師。
　近年、色石の産地鑑別の需要
が高まっている。似たように見
えて異なる産地のものや、同じ
産地であっても異なる見た目の
ものが多くある。話題のさまざ
まな宝石の新旧の産地と、それ
らの比較によってわかる科学的
な背景について、最新の研究成
果を交え、桂田祐介博士が概観
した。
　なお、次回は７月２３日（水）
には夏ゼミを予定している。

　
宝
飾
・
時
計
・
メ
ガ
ネ
、
き

も
の
、
寝
具
に
特
化
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
企
画
広
告
会
社
・

㈱
Ｐ
Ｒ
現
代
（
東
京
・
日
本
橋
）

は
、
主
宰
す
る
宝
飾
小
売
業
経

営
者
が
集
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
究
会
「
Ｊ
Ｍ
Ｇ
（
ジ
ュ
エ
ラ

ー
ズ
・
マ
イ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
）

愛
知
例
会
ニ
イ
ミ
時
計
店
＆
ジ

ュ
エ
ル
ヤ
マ
グ
チ
見
学
会
」
を

４
月
８
日
（
火
）・
９
日
（
水
）

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し

た
。

　
同
会
は
、
愛
知
県
の
Ｊ
Ｍ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
２
社
の
協
力
の
も
と

店
舗
見
学
と
意
見
交
換
を
行

い
、
利
益
改
善
そ
し
て
新
規
客

づ
く
り
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
化
へ

と
取
り
組
む
営
業
戦
略
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
１
日
目
は
愛
知
県
半
田
市
の

ニ
イ
ミ
時
計
店
、
２
日
目
は
愛

知
県
名
古
屋
市
の
ジ
ュ
エ
ル
ヤ

マ
グ
チ
で
実
店
舗
を
見
学
。
各

店
舗
見
学
の
後
に
行
っ
た
情
報

交
換
タ
イ
ム
で
は
、
い
ず
れ
も

詳
細
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
ス
タ

ッ
フ
と
と
も
に
練
り
上
げ
て
き

た
顧
客
管
理
や
、
人
材
管
理
の

具
体
的
な
手
法
を
惜
し
げ
も
な

く
披
露
し
、
参
加
者
に
大
き
な

刺
激
を
与
え
た
。

　
次
回
Ｊ
Ｍ
Ｇ
夏
の
定
例
研
究

会
は
６
月
11
日
（
水
）
に
開
催
。

メ
イ
ン
講
演
に
㈱
エ
ク
ミ
ス
専

務
取
締
役
の
井
上
徹
氏
を
迎
え

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
徹

底
研
究
」
を
発
表
。
ジ
ュ
エ
リ

ー
リ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
顧
客
づ
く

り
を
強
化
し
た
い
方
に
向
け
、

エ
ク
ミ
ス
直
営
店
で
あ
る
「
イ

ー
エ
ッ
ク
ス
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

特
別
公
開
す
る
。

３
級
の
合
格
率
は

89
％
２
級
は
72
％

第
１
回
は
全
国
で
２
千
人
以
上
が
受
検

第
１
回
受
検
者
ア
ン
ケ
ー
ト

好
き
な
宝
石
１
位
は
ダ
イ
ヤ

98
％
が
宝
石
の
有
意
義
な
知
識
を
得
た

ニ
イ
ミ
時
計
店
＆
ジ
ュ
エ
ル

ヤ
マ
グ
チ
の
見
学
会
を
開
催
ＰＲ現代

Ｊ

Ｍ

Ｇ

愛
知
例
会

ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ
Ｊ
新
役
員
人
事
発
表

Ｊ
Ｊ
Ａ
会
見

２
０
２
５
年
度
第
１
回

理
事
会
の
概
要
を
報
告

大阪でｊｓｃ春研究会

石ふしぎ大発見展

フ
ラ
ン
ク
ミ
ュ
ラ
ー
と
コ
ラ
ボ

コ
ー
セ
ー
２
種
類
の
美
容
液

ＰＲ現代開催の見学会参加者

「２級・３級」オンラインで

第２回『宝石検定』を８月２４日全国で開催

９月１７日から２１日に開催

Jewel lery＆Gem WORLD香港に
ジャパン・ブランド・パビリオン新設
Jewel lery＆Gem WORLD香港に
ジャパン・ブランド・パビリオン新設

Ｊ
Ｊ
Ａ
会
見

Ｊ
Ｊ
Ａ
会
見

Ｊ
Ｊ
Ａ
会
見

グレード感のある装飾で設営



第２５４８号令和７年（２０２５年）５月２０日（３） （第三種郵便物認可）

　

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
ア
マ
チ
ュ
ア
は
ボ
ー
ル
を
１

ヤ
ー
ド
で
も
遠
く
に
飛
ば
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、
涙

ぐ
ま
し
い
努
力
を
日
々
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。

　
練
習
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
れ
こ
そ
飛
ぶ
ク
ラ
ブ
や

飛
ぶ
ボ
ー
ル
を
探
し
、
飛
ば
す

た
め
の
レ
ッ
ス
ン
書
漁
り
と
一

生
懸
命
で
す
。

　
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
り

ま
す
。
コ
ー
ス
ラ
ン
ド
で
の
ス

コ
ア
に
納
得
で
き
な
く
て
も
、

１
日
１
発
だ
け
で
も
ド
ラ
イ
バ

ー
が
バ
カ
当
た
り
す
れ
ば
大
満

足
と
い
う
ア
マ
チ
ュ
ア
は
多
い

で
し
ょ
う
。

　
た
だ
ゴ
ル
フ
上
達
に
は
、「
ボ

ー
ル
が
飛
ん
だ
！
」
と
喜
ん
で

い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
す
。
飛

び
す
ぎ
は
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
と
い

う
意
識
も
持
っ
て
欲
し
い
の
で

す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
が
１
日
に
１
回

で
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
飛
ん
だ
と

い
う
の
な
ら
、
ゴ
ル
フ
の
醍
醐

味
を
味
わ
う
と
い
う
意
味
で
、

そ
れ
も
い
い
で
し
ょ
う
。で
も
、

そ
れ
が
狙
っ
た
距
離
よ
り
も
ボ

ー
ル
が
飛
び
す
ぎ
た
と
い
う
の

な
ら
、
ゴ
ル
フ
と
い
う
ゲ
ー
ム

が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

飛
び
過
ぎ
は
ミ
ス
シ
ョ
ッ

ト
と
い
う
意
識
を
持
と
う

　
例
え
ば
Ｏ
Ｂ
ゾ
ー
ン
を
越
え

て
ま
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
飛
ば
す

必
要
は
な
い
の
で
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
５
で
の
２
打
目

を
レ
イ
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
あ
っ
た
と
し
ま
し
ょ

う
。
ク
リ
ー
ク
ま
で
残
り
１
８

０
ヤ
ー
ド
で
、
届
か
な
い
だ
ろ

う
と
７
Ｗ
を
手
に
し
て
ボ
ー
ル

が
ク
リ
ー
ク
に
つ
か
ま

っ
た
ら
、
明
ら
か
に
ミ

ス
シ
ョ
ッ
ト
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
“
池
ま

で
届
い
ち
ゃ
っ
た
よ
”

と
想
定
外
の
飛
距
離
に

う
れ
し
そ
う
な
顔
を
す

る
の
は
大
き
な
間
違
い

な
の
で
す
。
飛
び
す
ぎ

の
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
自

慢
し
て
も
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
が
、
危
険
な
前
兆

を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら

怖
い
の
で
す
。

　
自
分
の
番
手
ご
と
の

を
手
に
す
る
で
し
ょ
う
。

　
す
る
と
、
ボ
ー
ル
が
飛
び
す

ぎ
た
逆
転
効
果
で
、
こ
ん
ど
は

大
き
な
番
手
の
ク
ラ
ブ
を
し
っ

か
り
振
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
イ
ン
パ
ク
ト
を
合
わ

せ
に
い
く
よ
う
に
な
る
と
体
の

回
転
は
止
ま
り
、
フ
ェ
ー
ス
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
強
く
な
っ
て

引
っ
掛
け
の
ミ
ス
を
招
き
ま

す
。
さ
ら
に
ス
イ
ン
グ
に
緩
み

が
生
じ
れ
ば
、
ダ
フ
リ
、
ト
ッ

プ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ミ
ス
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　
午
前
中
の
ラ
ウ
ン
ド
で
ク
ラ

ブ
が
振
り
切
れ
て
ボ
ー
ル
が
気

持
ち
よ
く
飛
ん
で
も
、
飛
び
す

ぎ
た
と
い
う
一
つ
の
“
ミ
ス
”

か
ら
ス
イ
ン
グ
が
小
さ
く
な
っ

て
、
し
っ
か
り
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
れ
が
ス
イ
ン
グ
リ
ズ
ム
を

乱
し
て
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

ス
コ
ア
メ
ー
ク
に
苦
労
す
る
と

い
う
結
果
を
招
い
て
し
ま
う
。

　
飛
び
す
ぎ
も
実
は
ミ
ス
だ
と

い
う
意
識
が
あ
れ
ば
、
無
駄
な

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
払
う
こ
と
も

な
く
、
ス
コ
ア
を
崩
さ
な
い
で

済
み
ま
す
。
暖
か
く
な
っ
て
体

が
よ
く
動
き
、
ボ
ー
ル
が
飛
ぶ

よ
う
に
な
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
ボ
ー
ル
が
飛
び
出
し
た
ら

十
分
に
警
戒
し
て
下
さ
い
。

スイングリズムを乱す元適
正
距
離
を
知
ら
な
い
で
、
ボ

ー
ル
が
飛
ん
だ
と
喜
ん
で
い
る

と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
ス
イ
ン

グ
が
小
さ
く
な
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
手
前
に
深
い
ガ
ー

ド
バ
ン
カ
ー
が
あ
り
、
池
を
越

え
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
カ
ッ
プ

が
切
ら
れ
て
い
る
と
ア
マ
チ
ュ

ア
は
、
１
番
手
大
き
い
ク
ラ
ブ

初土俵から１３場所目
は史上最速の新記録

　
い
ま
大
相
撲
人
気
が
高

ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
観

戦
チ
ケ
ッ
ト
の
入
手
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
夏
場

所
は
綱
と
り
を
目
指
す
大

の
里
（
24
）
に
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
場
所
前
に
「
初
日
か
ら

５
日
目
ま
で
が
大
事
に
な

る
」
と
話
し
た
と
お
り
、

序
盤
戦
は
土
つ
か
ず
の
５

連
勝
と
勢
い
の
あ
る
取
り

口
で
場
内
を
沸
か
し
て
い

る
。

　
先
場
所
は
12
勝
３
敗
の

成
績
を
残
し
自
身
３
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。
過

去
、
２
場
所
連
続
Ｖ
か
ら

横
綱
昇
進
を
却
下
さ
れ
た

大
関
は
い
な
い
。
今
場
所

は
賜
杯
を
抱
い
た
時
点

で
、
新
横
綱
誕
生
は
確
実

に
な
る
。

　
昇
進
条
件
は
、「
大
関

で
２
場
所
連
続
優
勝
ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
」。

年
６
場
所
制
に
な
っ
て
か

ら
２
場
所
連
続
優
勝
の
横

綱
確
定
は
大
鵬
、
北
の
富

士
、
琴
櫻
の
３
力
士
だ
け

だ
。

　
大
の
里
は
夏
場
所
が
初

土
俵
か
ら
13
場
所
目
。
横

綱
昇
進
な
ら
第
54
代
輪
島

の
持
つ
21
場
所
を
大
き
く

塗
り
替
え
る
最
速
記
録
に

な
り
、
大
学
出
身
者
の
横

綱
は
輪
島
に
次
ぐ
２
人
目

と
な
る
。

　
相
撲
協
会
に
と
っ
て

も
、
２
人
横
綱
は
望
む
と

こ
ろ
だ
。
豊
昇
龍
の
一
人

横
綱
で
は
、
仮
に
ケ
ガ
で

休
場
し
た
際
に
盛
り
上
が

り
に
欠
け
て
し
ま
う
。

　
横
綱
は
「
勝
っ
て
当

然
」「
勝
ち
方
も
問
わ
れ

る
」「
負
け
も
許
さ
れ
な

い
」
地
位
で
あ
り
、
一
人

横
綱
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

一
身
に
背
負
う
こ
と
に
な

り
過
酷
だ
。
横
綱
が
２
人

に
な
れ
ば
重
圧
が
分
散
さ

れ
る
。
豊
昇
龍
は
新
横
綱

と
し
て
臨
ん
だ
３
月
場
所

に
10
日
目
か
ら
休
場
し
た

だ
け
に
な
お
さ
ら
だ
。

　
さ
ら
に
今
年
10
月
に
ロ

ン
ド
ン
、
来
年
６
月
に
は

パ
リ
と
、
海
外
公
演
が
控

え
て
い
る
。
そ
こ
に
最
高

位
で
あ
る
横
綱
が
不
在
、

も
し
く
は
ケ
ガ
で
相
撲
が

取
れ
な
い
と
い
う
事
態
は

避
け
た
い
と
い
う
思
惑
も

あ
る
。
横
綱
２
人
な
ら
そ

の
リ
ス
ク
も
大
幅
に
軽
減

さ
れ
る
。
大
の
里
と
豊
昇

龍
、
さ
し
ず
め
『
大
豊
時

代
』
と
な
れ
ば
大
相
撲
も

盛
り
上
が
り
、
優
勝
を
逃

し
て
も
次
点
な
ら
昇
進
へ

の
障
害
も
な
く
な
る
と
見

る
向
き
も
多
い
。

　
大
の
里
は
、
師
匠
の
第

72
代
稀
勢
の
里
（
二
所
ノ

関
親
方
）
以
来
の
日
本
出

身
横
綱
と
な
る
。
こ
れ
も

話
題
性
が
あ
り
協
会
に
と

っ
て
好
都
合
だ
。

　
横
綱
は
品
格
、
力
量
が

抜
群
で
あ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
第
65
代
横
綱
・

貴
乃
花
は
「
土
俵
で
命
を

落
と
そ
う
が
何
を
し
よ
う

が
、
心
で
横
綱
を
張
っ
て

き
た
」（
朝
日
新
聞
２
月

21
日
）
と
最
高
位
に
立
つ

重
責
と
覚
悟
を
明
か
し
て

し
て
い
る
。

　
若
い
24
歳
の
大
の
里
が

ス
ピ
ー
ド
出
世
で
頂
点
に

立
ち
、
角
界
に
新
た
な
風

を
巻
き
起
こ
す
こ
と
で
相

撲
人
気
は
さ
ら
に
盛
り
上

が
る
は
ず
だ
。（
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
タ
ー
・
三
山
典
央
）

大
の
里
昇
進 

２
人
横
綱 

は
協
会
の
大
願

傘一刀

２
０
１
７
年
７
月
の
回
顧
メ
モ
か
ら

　
東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合

の
新
理
事
長
に
白
山
聡
一
が
就

任
し
た
。
聡
一
氏
は
祖
父
・
鎮

博
氏
、
父
親
・
晰
也
氏
に
続
く

理
事
長
３
代
目
で
、
極
め
て
稀

有
な
例
と
い
え
る
。

　
戦
後
し
ば
ら
く
組
合
は
活
力

に
満
ち
て
い
た
が
、
近
年
、
そ

の
シ
ェ
ア
は
組
合
に
加
入
し
な

が
弁
済
し
不
足
分
を
全
理
事
が

職
務
に
応
じ
て
弁
済
す
る
こ
と

で
不
祥
事
は
落
着
し
た
。

　
ま
た
、
白
山
氏
主
導
に
よ
る

眼
鏡
調
整
士
法
案
が
見
送
ら

れ
、
全
眼
商
工
連
委
員
長
、
組

合
理
事
長
も
辞
任
し
た
の
も
こ

の
年
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
あ

た
り
か
ら
組
合
内
に
派
閥
ら
し

き
空
気
が
漂
い
始
め
た
。

　
派
閥
ら
し
き
空
気
を
あ
え
て

上
げ
る
と
、
白
山
氏
を
中
心
と

す
る
積
極
的
事
業
推
進
派
と
中

小
零
細
会
員
の
公
平
感
を
重
視

す
る
派
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
根

回
し
不
足
で
眼
鏡
調
整
士
法
案

は
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
法

制
化
問
題
は
引
き
続
き
全
国
眼

鏡
小
売
組
合
一
致
し
た
懸
案
課

題
と
な
っ
て
い
た
。

　
白
山
氏
が
辞
任
し
て
４
年
後

の
昭
和
42
（
１
９
６
７
）
年
に

３
度
目
の
理
事
長
就
任
と
な
っ

た
。
白
山
氏
は
法
制
化
に
あ
た

り
眼
鏡
教
育
を
自
ら
実
践
す
べ

く
翌
年
に
日
本
眼
鏡
学
校
を
設

立
、
同
時
に
眼
鏡
小
売
業
の
脆

弱
な
環
境
に
対
し
、
と
く
に
資

本
の
自
由
化
に
伴
う
業
界
へ
の

影
響
を
指
摘
す
る
論
文
を
発
表

し
注
目
さ
れ
た
。

　
白
山
氏
の
抜
き
ん
出
た
先
見

性
と
文
章
力
、
指
導
力
は
他
を

圧
す
る
存
在
感
を
醸
し
出
す
。

こ
う
し
た
実
力
を
背
景
に
し
た

動
き
に
対
し
、
数
に
勝
る
反
白

山
派
は
こ
れ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
動
き
に
出
る
。
昭
和
46

（
１
９
７
１
）
年
の
総
会
で
公

平
感
を
前
提
に
、
１
支
部
１
理

事
制
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
承

認
に
よ
り
理
事
に
よ
る
互
選
で

白
山
氏
に
代
わ
り
岡
本
常
次
郎

氏
を
新
理
事
長
に
選
任
し
た
。

し
か
し
白
山
氏
を
支
持
す
る
理

事
は
、
役
員
就
任
を
辞
退
し
た

た
め
、
岡
本
氏
は
役
員
人
事
を

構
成
で
き
ず
混
乱
し
た
。

　
業
界
紙
は
こ
の
状
態
を
「
閣

僚
決
ま
ら
ず
片
肺
飛
行
へ
」
と

る
よ
う
に
、
岡
本
理
事
長
就
任

後
の
７
月
の
理
事
会
で
、
白
山

氏
の
会
社
が
社
員
数
な
ど
規
模

の
面
か
ら
中
小
企
業
等
協
同
組

合
法
に
触
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
し
て
、
会
社
の
登
記
謄
本
を

取
り
寄
せ
た
。こ
れ
が
判
明
し
、

白
山
氏
は
本
人
に
無
断
で
印
鑑

を
不
正
使
用
し
た
と
し
て
理
事

会
を
退
席
。
そ
の
後
、
白
山
派

理
事
は
、
連
名
で
岡
本
理
事
長

不
信
任
案
を
提
出
し
た
。
こ
れ

を
、
い
わ
ゆ
る
「
謄
本
事
件
」

と
し
て
当
時
話
題
と
な
っ
た
。

７
カ
月
に
わ
た
る
こ
の
問
題
は

岡
本
、
白
山
両
氏
か
ら
の
辞
表

を
受
け
、
同
時
に
全
理
事
が
辞

任
し
決
着
し
た
。

　
し
か
し
白
山
氏
は
昭
和
48

（
１
９
７
３
）
年
、
不
死
鳥
の

ご
と
く
４
度
目
の
理
事
長
に

返
り
咲
い
た
。
だ
が
昭
和
50

（
１
９
７
５
）
年
12
月
、
ま
さ

に
「
巨
星
、
落
つ
！
」
の
表
現

に
ふ
さ
わ
し
く
白
山
鎮
博
氏
は

現
役
の
ま
ま
急
逝
し
た
。

　
子
息
の
白
山
晰
也
は
平
成
３

（
１
９
９
１
）
年
に
東
京
組
合

の
理
事
長
に
就
任
し
だ
が
、
白

山
氏
の
活
躍
は
そ
の
前
の
専
務

理
事
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
昭

和
56
（
１
９
８
１
）
年
の
い
わ

ゆ
る
「
ド
ラ
ッ
ク
裁
判
」
の
和

解
判
決
を
受
け
、
全
日
本
眼
鏡

連
盟
は
眼
鏡
公
正
取
引
協
議
会

の
設
立
へ
向
け
、
ま
ず
公
正
競

争
規
約
策
定
の
た
め
白
山
氏
が

委
員
長
と
な
り
精
力
的
に
活

動
、
昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年

に
同
協
議
会
が
発
足
、
同
時
に

白
山
氏
が
初
代
会
長
に
選
任
さ

れ
る
。
白
山
氏
は
関
連
事
項
と

し
て
Ｐ
Ｌ
（
製
造
物
責
任
）
保

険
も
導
入
。
さ
ら
に
平
成
4

（
１
９
９
２
）
年
に
全
眼
連
会

長
に
就
任
後
、
業
界
の
最
上
位

団
体
と
さ
れ
る
日
本
眼
鏡
関
連

団
体
協
議
会
の
代
表
幹
事
に
就

く
と
、
白
山
氏
は
眼
鏡
技
術
者

国
家
資
格
化
の
業
界
合
意
へ
向

け
ア
ク
セ
ル
。

　
そ
し
て
全
眼
連
を
解
消
し
全

国
の
小
売
組
合
を
一
本
化
す
る

日
本
眼
鏡
販
売
店
連
合
会
を
、

ま
た
、
目
的
を
絞
っ
た
眼
鏡
技

術
者
国
家
資
格
推
進
機
構
を
も

誕
生
さ
せ
、
自
ら
も
ト
ッ
プ
と

な
る
。
こ
れ
で
技
術
者
の
国
家

資
格
化
へ
業
界
ぐ
る
み
の
体
制

が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

白
山
晰
也
氏
は
２
０
１
２
年
７

月
、
父
親
同
様
現
役
の
ま
ま
他

界
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
、
長

男
・
聡
一
氏
の
東
京
組
合
理
事

長
の
誕
生
と
な
る
。

　
キ
ク
チ
眼
鏡
専
門
学
校
は
４

月
10
日
に
令
和
７
年
度
入
学
式

（
第
48
回
）
を
行
っ
た
。
今
年

の
入
学
者
数
は
眼
鏡
光
学
科
６

人
、
眼
鏡
光
学
専
攻
科
２
人
の

合
計
８
人
。

　
開
式
の
辞
、
君
が
代
斉
唱
に

続
き
、
伊
藤
克
也
校
長
が
「
新

入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

入
学
を
心
か
ら
歓
迎
致
し
ま

す
。
ま
た
ご
父
兄
の
皆
様
、
本

日
は
お
子
様
の
ご
入
学
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

校
は
１
９
７
８
年
、
人
々
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

『
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
の
専
門
家
』

を
育
成
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら

こ
の
学
校
で
身
に
つ
け
て
い

く
『
見
る
と
い
う
機
能
・
ビ
ジ

ョ
ン
（
視
覚
）・
メ
ガ
ネ
に
関

わ
る
知
識
や
技
術
』
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
上
で
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と

し
た
。

　
続
け
て
「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
加
齢
に
伴
う

目
の
機
能
低
下
を
ア
イ
フ
レ
イ

ル
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
近
く
が

見
に
く
く
な
っ
た
り
、
加
齢
に

伴
う
目
の
病
気
に
な
り
や
す
か

っ
た
り
す
る
年
代
は
お
よ
そ
40

歳
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
の
人
口
の
約
３
人
に

２
人
が
40
歳
以
上
で
あ
り
、
ア

イ
フ
レ
イ
ル
世
代
と
な
っ
て
い

ま
す
。
合
っ
て
い
な
い
メ
ガ
ネ

は
徐
々
に
見
る
機
能
を
低
下
さ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。
見
る
機
能

が
低
下
す
る
と
転
倒
・
骨
折
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
社
会
活
動

が
減
少
し
、
認
知
機
能
に
悪
い

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
眼
は
自
律
神

経
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
合
っ
て
い
な
い
メ
ガ
ネ
を

的
な
健
康
が
損
な
わ
れ
て
い
っ

て
し
ま
う
こ
と
を
フ
レ
イ
ル
ド

ミ
ノ
と
言
い
ま
す
。
こ
の
ド
ミ

ノ
を
倒
さ
な
い
た
め
に
は
、
ま

た
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、

眼
科
専
門
医
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
『
人
々
の
よ
り
良
い
ビ
ジ

ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く
』
こ
と

が
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。
良

い
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、
そ
れ
が
維
持
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る

専
門
家
は
、
残
念
な
が
ら
日
本

に
は
あ
ま
り
多
く
い
ま
せ
ん
。

フ
レ
イ
ル
世
代
の
人
数
を
考
え

る
と
、
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
を
継
続

し
て
実
践
し
て
い
く
に
は
ど
う

し
て
も
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で

す
」。

　
さ
ら
に
「
今
ま
で
の
勉
強
は

良
い
成
績
を
取
る
た
め
の
も
の

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
の
目
に
関
す
る

勉
強
は
将
来
多
く
の
人
々
の
人

生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め

の
も
の
に
な
り
ま
す
。
入
学
式

に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ

ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
チ
ー
ム
の
一
員

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
今
日
『
人
の
役
に
立
ち

た
い
』
と
い
う
気
持
ち
を
心
の

中
に
灯
し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん

が
今
日
心
に
灯
し
て
く
れ
た
明

か
り
は
、
将
来
多
く
の
人
の
幸

せ
の
道
を
照
ら
す
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
将
来
多

く
の
方
々
か
ら
感
謝
さ
れ
る
ビ

ジ
ョ
ン
ケ
ア
の
専
門
家
と
な
る

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま

す
」
と
祝
辞
を
贈
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
祝
電
が
披
露
さ

れ
、
菊
華
高
等
学
校
出
身
の
樋

口
心
聖
さ
ん
が
誓
詞
を
行
い
閉

会
と
な
っ
た
。

　
㈱
シ
ャ
ル
マ
ン
（
福
井
県
鯖

江
市
、
堀
川
耕
地
代
表
取
締
役

社
長
）
は
、
４
月
21
日
に
開
催

し
た
取
締
役
会
で
左
記
の
通
り

役
員
が
選
定
さ
れ
た
。

　
▽
代
表
取
締
役
社
長
＝
堀
川

耕
地
▽
取
締
役
専
務
執
行
役

員
（
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）
＝
松
宮
利
裕
▽

同（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
担
当
）

＝
小
林
英
弘
（
昇
進
）
▽
取
締

役
＝
堀
川
潤
地
▽
監
査
役
（
非

常
勤
）
＝
伊
東
秀
一
▽
名
誉
会

長
相
談
役
＝
堀
川
馨
▽
常
務
執

行
役
員
（
生
産
統
括
担
当
）
＝

青
木
孝
治
（
昇
進
）
▽
執
行
役

員
（
シ
ャ
ル
マ
ン
中
国
社
長
）

＝
沼
弘
和
▽
同
（
欧
州
担
当
）

＝
青
山
亘
▽
同
（
日
本
ア
ジ
ア

事
業
部
長
）
＝
粕
谷
佳
彦

　
な
お
、
名
誉
会
長
の
堀
川
馨

は
取
締
役
を
退
任
し
た
。

　
リ
オ
ン
㈱（
東
京
都
国
分
寺
市
、

加
藤
公
規
代
表
取
締
役
社
長
）は
、

豊
富
な
カ
ラ
ー
と
オ
プ
シ
ョ
ン
で

使
い
心
地
を
向
上
さ
せ
た
補
聴
器

「
リ
オ
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
」
を
６
月

２
日
に
発
売
す
る
。

　「
リ
オ
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
」
は
一

人
ひ
と
り
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
て
、
か
た
ち
や
色
が
選
べ
る

補
聴
器
。
４
グ
レ
ー
ド
そ
れ
ぞ
れ

に
耳
あ
な
型
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
補

聴
器
４
機
種
と
耳
か
け
型
補
聴
器

１
機
種
の
計
20
機
種
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
す
る
。
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
は
、
耳
あ
な
型
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
補
聴
器
が
最
大
18
通
り
、
耳

か
け
型
補
聴
器
は
９
色
を
展
開

し
、
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
プ

シ
ョ
ン
に
よ
り
“
自
分
専
用
”
の

補
聴
器
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可

能
。
ま
た
、
原
音
に
忠
実
な
音
作

り
を
目
指
し
て
開
発
さ
れ
た
デ
ジ

タ
ル
信
号
処
理
技
術
「
リ
オ
ネ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
」
に
よ
っ
て
、
ス
ム

ー
ズ
で
自
然
な
聞
こ
え
を
実
現
す

る
。

　【
製
品
情
報
】

■
耳
あ
な
型
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
補

聴
器
　
～
リ
オ
ネ
ッ
ト
な
ら
で
は

の
フ
ィ
ッ
ト
感
～

耳あな型と耳かけ型

シャルマン
新役員人事発表

伊
藤
校
長
が
新
入
生
８
人
に
訓
示

自
分
ら
し
さ
を
プ
ラ
ス
す
る

リ
オ
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス

リ
オ
ネ
ッ
ト
補
聴
器
か
ら
６
月
発
売

　
お
客
自
身
で
選
べ
る
カ
ラ
ー
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
使
い
心
地
が
ア

ッ
プ
す
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
オ
プ
シ

ョ
ン
で
、
さ
ら
に
“
自
分
専
用
”

の
補
聴
器
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。

　
■
耳
か
け
型
補
聴
器
　
～
デ
ザ

イ
ン
と
操
作
性
を
追
求
～

　
耳
か
け
型
補
聴
器
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
全
体
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を

抑
え
た
ス
リ
ム
な
形
状
と
し
た
。

ま
た
、
補
聴
器
を
装
用
し
な
が
ら

で
も
ボ
タ
ン
操
作
し
や
す
い
よ

う
、
突
起
部
分
を
設
け
、
指
先
の

感
覚
だ
け
で
ボ
タ
ン
の
位
置
を
把

握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

加齢による目の機能低下 アイフレイル世代のため

ビジョンケア継続へ
君らの若い力が必要

自
分
ら
し
さ
を
プ
ラ
ス
す
る

リ
オ
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス

東
京
眼
鏡
小
売
組
合
と

白
山
家
の
奮
闘

い
新
規
参
入
や
大

手
小
売
に
奪
わ

れ
、
組
合
員
の
減

少
傾
向
に
歯
止
め

か
か
っ
て
い
な

い
。
そ
う
し
た
中

で
の
白
山
聡
一
氏
の
理
事
長
就

任
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は

組
合
事
業
や
運
営
、
今
後
の
業

界
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
歴

代
白
山
氏
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

眼
鏡
業
界
と
の
か
か
わ
り
を
辿

っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
祖
父
の
白
山
鎮
博
氏
は
、
戦

後
の
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年

の
東
京
眼
鏡
小
売
商
業
協
同
組

合
の
初
代
理
事
長
と
な
り
、
そ

の
後
、
白
山
氏
以
外
の
理
事

長
交
代
が
数
回
続
き
、
昭
和

33
（
１
９
５
８
）
年
に
再
選

さ
れ
３
期
務
め
た
。
昭
和
38

（
１
９
６
３
）
年
に
な
っ
て
か

ね
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
使
途
不

明
金
が
表
面
化
、
組
合
書
記
長

の
見
出
し
で
東

京
組
合
の
異
常

事
態
を
報
道
し

た
。
岡
本
氏
は

白
山
派
の
役
員

辞
退
に
対
抗
す

入学式での伊藤校長と新入生

耳
か
け
型

耳あな型

２
人
横
綱

ら
に
問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
頭
痛
が

ひ
ど
く
て
脳
を
調
べ
て
も
ら
っ

て
も
何
の
異
常
も
見
つ
か
ら

ず
、
合
っ
て
い
る
メ
ガ
ネ
に
か

け
替
え
た
ら
頭
痛
が
治
ま
り
、

結
局
頭
痛
の
原
因
は
眼
か
ら
来

て
い
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
何
で
も
な
さ

そ
う
な
1
つ
の
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
身
体
的
あ
る
い
は
精
神

か
け
続
け
る
と
、

体
の
あ
ち
ら
こ
ち
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Let's make a book

　
エ
プ
ソ
ン
販
売
㈱
は
、「Ori

ent Star

」
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ンM

34 

か

ら
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を

デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
独
創

的
な
ダ
イ
ヤ
ル
と
、
シ
リ
コ
ン

製
が
ん
ぎ
車
搭
載
の
高
性
能
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
を
特
長
と
す
る

『M
34 F8 

デ
イ
ト
』
の
新
モ

デ
ル
を
６
月
10
日
か
ら
発
売
す

る
。

　
腕
時
計
に
お
い
て
世
界
初
と

な
る
「
金
属
ナ
ノ
粒
子
積
層
技

術
」
を
駆
使
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
文

字
板
の
限
定
２
モ
デ
ル
（
国
内

数
量
限
定
80
本
、
公
式
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ト
ア
限
定
20
本
）
と
新

色
の
グ
リ
ー
ン
文
字
板
を
用
い

た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
モ
デ
ル
。
宇

宙
の
深
淵
を
表
現
す
る
美
し
い

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、「Orient 

Star

」
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
モ

デ
ル
に
さ
ら
な
る
魅
力
が
加
わ

る
。

　
オ
リ
エ
ン
ト
ス
タ
ー
の
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

M
34 

は
、
夜
空
に
幾
筋
も
の

流
星
が
降
り
注
ぐ
ペ
ル
セ
ウ
ス

座
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
オ
リ
エ

ン
ト
ス
タ
ー
で
は
最
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
展
開
す
る
。『M

34 F8

デ
イ
ト
』
は
、
自
社
体
制
に
よ

る
時
計
づ
く
り
を
先
進
的
な
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
表
現

す
る
オ
リ
エ
ン
ト
ス
タ
ー
に
お

い
て
、
最
上
位
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
モ
デ
ル

で
す
。

　『M
34 F8 

デ
イ
ト
』
は
、

時
針
、
分
針
、
秒
針
に
よ
る
中

３
針
に
加
え
、
３
時
位
置
に
日

付
、
12
時
位
置
に
オ
リ
エ
ン
ト

ス
タ
ー
特
有
の
パ
ワ
ー
リ
ザ
ー

ブ
表
示
を
配
し
た
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
デ
ザ
イ
ン
が
特
長
。
新

作
の
ブ
ラ
ッ
ク
文
字
板
の
限
定

モ
デ
ル
は
、
夜
空
に
降
り
注
ぐ

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
の
流
星
群
を

「
金
属
ナ
ノ
粒
子
積
層
技
術
」

で
美
し
く
描
き
出
し
、
さ
ら
に

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
加
工
や
平
滑

で
厚
み
の
あ
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
塗

装
に
よ
っ
て
宇
宙
の
奥
深
さ
を

表
現
し
て
い
る
。

注
１
：
腕
時
計
の
文
字
板
へ
の
加
飾
に
お
い
て
、

金
属
ナ
ノ
粒
子
／
金
属
ナ
ノ
イ
ン
ク
を
積
層
さ

せ
て
プ
リ
ン
ト
す
る
技
術
と
し
て
世
界
初

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
内
藤
昭
男
代
表

取
締
役
社
長
）
は
、
ソ
ー
ラ
ー

発
電
の
み
で
駆
動
す
る
ア
ナ
ロ

グ
掛
時
計
１
機
種
を
５
月
16
日

か
ら
販
売
し
た
。

　
同
掛
時
計
は
、
高
効
率
の
ソ

ー
ラ
ー
セ
ル
を
搭
載
す
る
こ
と

で
、
十
分
な
明
る
さ
の
場
所
に

設
置
す
れ
ば
、
電
池

交
換
不
要
で
安
心
し

て
使
用
で
き
る
。
補

助
電
池
が
な
く
、
電

池
の
交
換
や
廃
棄
の

手
間
が
か
か
ら
な
い

と
い
う
。

　
動
き
続
け
る
た
め

の
発
電
条
件
と
し

て
、
①
一
般
家
庭
の

明
る
い
場
所
な
ど
２
０
０
ル
ク

ス
の
明
る
さ
、
照
射
時
間
５
時

間
以
上
②
明
る
い
オ
フ
ィ
ス
で

７
０
０
ル
ク
ス
の
明
る
さ
、
照

射
時
間
２
時
間
以
上
と
し
て
い

る
。

　
目
盛
の
高
さ
と
時
分
針
の
高

さ
を
そ
ろ
え
て
い
る
こ
と
で
、

斜
め
か
ら
見
て
も
正
確
な
時
刻

が
読
み
取
り
や
す
く
、
数
字
に

は
判
読
性
の
高
い
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採

用
。
直
径
41
セ
ン
チ
と
大
き
め

で
、
時
分
針
も
太
く
視
認
性
を

高
め
て
い
る
。
多
く
の
人
が
集

ま
る
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
環
境
に

好
適
。

　
同
社
製
品
取
扱
の
時
計
店
、

百
貨
店
、
家
電
量
販
店
等
の
時

計
売
り
場
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
他
、

同
社
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
（ht

tps://w
w

w
.seikoclock-

online.jp

）
で
買
い
求
め
ら
れ

る
。
希
望
小
売
価
格
（
税
込
）

は
、
５
万
５
０
０
０
円
。
問
い

合
わ
せ
は
同
社
ク
ロ
ッ
ク
お
客

様
相
談
室
・
電
話
０
１
２
０
‐

３
１
５
‐
４
７
４
ま
で
。

『
シ
チ
ズ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
メ
カ
ニ
カ
ル 
「 

ス
タ
ー‧

ウ

ォ
ー
ズ
」
ス
ペ
シ
ャ
ル
モ
デ
ル 

（
左
）NP1017-61A 

希

望
小
売
価
格63,800 

円
（
税
抜
価
格58,000 
円
） （
右
） 

NP1013-53P 

希
望
小
売
価
格69,300 

円
（
税
抜
価
格

63,000 

円
） 

限
定
各450 

本

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

⻄
東
京
市
、
大
治
良
⾼
社
⻑
）

は『
シ
チ
ズ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

か
ら
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」

の
人
気
ド
ロ
イ
ド
、「
Ｒ
２
‐

Ｄ
２
」
と
「
Ｃ
‐
３
Ｐ
Ｏ
」
を

デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
に
し
た
数

量
限
定
２ 

モ
デ
ル
【
希
望
小

売
価
格
６
万
３
８
０
０
円
（
税

抜
価
格
５
万
８
０
０
０
円
）、

６
万
９
３
０
０
円
（
税
抜
価
格

６
万
３
０
０
０
円
】
を
５
月
４

⽇
に
発
売
し
た
。 

　
１
９
７
７
年
に
『
ス
タ
ー
・

ウ
ォ
ー
ズ 

エ
ピ
ソ
ー
ド
４
／

新
た
な
る
希
望
』
が
全
⽶
で
公

開
さ
れ
て
以
来
、
⽇
本
を
含
む

世
界
中
で
⻑
く
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」

の
人
気
ド
ロ
イ
ド
を
デ
ザ
イ
ン

モ
チ
ー
フ
に
し
た
『
シ
チ
ズ
ン

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
の
メ
カ
ニ
カ

ル
数
量
限
定
２ 

モ
デ
ル
。 

　「
Ｒ
２
‐
Ｄ
２
」
を
デ
ザ

イ
ン
モ
チ
ー
フ
に
シ
ル
バ
ー

と
ブ
ル
ー
を
基
調
と
す
る 

NP1017-61A

は
、
ボ
デ
ィ

の
フ
ラ
ッ
プ
模
様
を
エ
ッ
チ
ン

グ
で
表
現
し
た
⽂
字
板
や
、
ラ

ン
プ
カ
ラ
ー
を
ア
ク
セ
ン
ト
と

し
て
あ
し
ら
っ
た
り
ゅ
う
ず
な

ど
、「
Ｒ
２
‐
Ｄ
２
」
を
思
わ

せ
る
デ
ィ
テ
ー
ル
が
い
っ
ぱ

い
。

　
裏
ぶ
た
に
も
ブ
ル
ー
の
ラ
イ

ン
を
⼊
れ
て
い
る
。

　NP1013-53P

は
「
Ｃ
‐
３

Ｐ
Ｏ
」
を
デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ

に
、
ゴ
ー
ル
ド
を
基
調
と
し
、

⽂
字
板
に
は
腹
部
の
特
徴
的
な

円
⼼
円
を
表
現
し
た
。「
Ｃ
‐

３
Ｐ
Ｏ
」
の
目
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
イ
ン
ダ
イ
ヤ
ル
が
目
を
引
く

⼀
本
。
限
定
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ｂ

Ｏ
Ｘ
の
中
蓋
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア
ー
ト
が
⼊
っ

て
い
る
。 

　
カ
シ
オ
計
算
機
は
、
耐
衝
撃

ウ
オ
ッ
チ
“G-SHOCK

”
の

最
上
位
シ
リ
ー
ズ
“M

R-G

（
エ
ム
ア
ー
ル
ジ
ー
）”
の
新
製

品
と
し
て
、
世
界
最
大
の
カ

エ
ル
「
ゴ
ラ
イ
ア
ス
ガ
エ
ル
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ダ
イ
バ

ー
ズ
仕
様
の
“FROGM

AN

（
フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
）”『M

RG-
BF1000RG

』
を
５
月
23
日
に

発
売
す
る
。

　“FROGM
AN

”
は
、
ダ
イ

ビ
ン
グ
で
の
作
業
時
に
手
首
の

動
き
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
配
慮

さ
れ
た
左
右
非
対
称
な
フ
ォ
ル

ム
が
特
徴
の
耐
衝
撃
ダ
イ
バ
ー

ズ
ウ
オ
ッ
チ
。
２
０
２
３
年
に

発
売
し
た「M

RG-BF1000R

」

は
、
そ
の
個
性
的
な
フ
ォ
ル
ム

を
高
気
密
の
チ
タ
ン
外
装
で
実

現
し
、
細
部
ま
で
研
磨
を
施
し

た
丹
念
な
仕
上
げ
が
人
気
を
博

し
て
い
る
。

　
今
回
の『M

RG-BF1000R
G

』
は
、「M

RG-BF1000R

」

を
ベ
ー
ス
に
、
ア
フ
リ
カ
西
部

の
熱
帯
雨
林
に
生
息
す
る
世
界

最
大
の
カ
エ
ル
「
ゴ
ラ
イ
ア
ス

ガ
エ
ル
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
耐

衝
撃
ウ
オ
ッ
チ
。
秘
境
に
挑
む

冒
険
心
を
カ
ラ
ー
や
デ
ザ
イ
ン

で
表
現
し
た
。

　「
ゴ
ラ
イ
ア
ス
ガ
エ
ル
」
の

背
面
の
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ

ー
キ
の
バ
ン
ド
に
は
、
柔
ら
か

く
伸
縮
性
の
高
い
フ
ッ
素
ラ
バ

ー
素
材
を
使
用
し
、
快
適
な
付

け
心
地
を
実
現
し
た
。
ま
た
、

腹
面
の
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ベ

ー
ジ
ュ
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
は

暗
所
で
も
視
認
性
の
高
い
ネ
オ

ブ
ラ
イ
ト
を
採
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
チ
タ
ン
製
の
ス
ク
リ

ュ
ー
バ
ッ
ク
に
は
「
ゴ
ラ
イ
ア

ス
ガ
エ
ル
」
の
瞳
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
蒸
着

サ
フ
ァ
イ
ア
ガ
ラ
ス
を
組
み
合

わ
せ
て
お
り
、
防
水
性
だ
け
で

な
く
電
波
受
信
感
度
も
向
上
。

カシオ

「
ス
タ
ー‧

ウ
ォ
ー
ズ
」の
人
気
ド
ロ
イ
ド

２
つ
の『
Ｍ
34
Ｆ
８
デ
イ
ト
』登
場

世
界
最
大
の
蛙
「
ゴ
ラ
イ
ア
ス

ガ
エ
ル
」
を
モ
チ
ー
フ
Ｍ
Ｒ
‐
Ｇ

MRG-BF1000RG メーカ希望
小売価格：572,000 円（税込）

ペルセウス座流星群を世界初（注1）
の新技術と新色で文字板に表現した

「潜水用防水性能」を備えた

ダイバーズ仕様フロッグマン

「エプソン」オリエントスターから

ソーラー発電のみで動く
オフィス向け掛時計発売

セイコーウオッチ

シチズン

「
Ｒ
２-

Ｄ
２
」と「
Ｃ-

３
Ｐ
Ｏ
」

モ
チ
ー
フ
の
数
量
限
定
モ
デ
ル

イ
ド
に
必
要
な
素
材
・
パ
ー
ツ
・

工
具
、
宝
石
ル
ー
ス
、
唯
一
無

二
の
造
形
美
が
魅
力
の
鉱
物
ま

で
88
万
点
が
出
展
さ
れ
た
。

　
仕
入
れ
、
情
報
収
集
は
も
ち

ろ
ん
、
近
年
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
販
売

が
可
能
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

や
ラ
イ
ブ
バ
イ
ヤ
ー
、
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
作
家
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
需
要
も
急
増
し
て
い
る
た

め
、
業
界
参
入
へ
の
絶
好
の
機

会
と
な
っ
て
い
た
。

　
な
か
で
も
ハ
イ
ジ
ュ
エ
リ
ー

か
ら
ラ
イ
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
ま
で

幅
広
く
出
展
さ
れ
、
出
展
社
イ

チ
オ
シ
の
Ｉ
Ｊ
Ｋ
限
定
商
品
も

多
数
あ
り
、
催
事
に
最
適
な
企

業
と
の
接
点
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ジ
ュ
ュ
エ
リ
ー
製
作

に
最
適
な
素
材
・
パ
ー
ツ
が

50
万
点
出
展（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、

パ
ー
ル
、
天
然
石
…
な
ど
）、

ト
レ
ン
ド 

／ 

最
新
の
デ
ザ
イ

ン
を
学
べ
、
製
作
に
か
か
せ
な

い
工
具
も
入
手
で
き
る
場
と

な
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
参
入
に
絶
好
の

機
会
と
な
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
販
売
が
可

能
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
需

要
が
急
増
。
出
展
商
品
の
仕
入

れ
は
１
点
か
ら
可
能
で
会
場
内

で
ラ
イ
ブ
販
売
も
行
わ
れ
た
。

　
㈱
カ
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
梶
光
夫
氏
が
、
約
45
年
前
か

ら
蒐
集
（
し
ゅ
う
し
ゅ
う
）
し
て

き
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
Ⅲ
世
時
代
か
ら

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
期
に
制
作

さ
れ
た
エ
マ
ー
ユ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
重
要
な
１
４
８
点
を
国

立
西
洋
美
術
館
に
寄
贈
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、３
月
10
日
に「
梶

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
―
色
彩
の
宝

石
、
エ
マ
ー
ユ
の
美
」
開
幕
セ
レ

モ
ニ
ー
＆
特
別
内
覧
会
が
国
立
西

洋
美
術
館
で
開
か
れ
た
。

　
こ
れ
と
同
時
に
同
社
か
ら
発
売

さ
れ
た
梶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
エ
マ
ー

ユ
作
品
集
「
炎
の
芸
術
エ
マ
ー
ユ

　
美
し
き
女
神
た
ち
の
肖
像
」（
定

価
３
６
０
０
円
＋
税
）
を
５
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　
申
し
込
み
は
、
は
が
き
の
場
合

は
、
〒
１
３
５
―
０
０
４
４
東
京

都
江
東
区
越
中
島
２
―
１
―
30
Ｓ

Ｔ
ビ
ル
３
階
。

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
０
３
―

６
４
５
８
ー
８
７
０
１
、
メ
ー
ル

の
場
合
はinfo@tokei-kougei.

com

ま
で
、
会
社
名
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
応

募
く
だ
さ
い
。

　
梶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
色
彩
の
宝
石
、
エ
マ
ー
ユ
の
美
」
は
、

東
京
上
野
公
園
内
の
国
立
⻄
洋
美
術
館
新
館
２
階
の
版
画
素
描
展

示
室
で
６
月
15
日
ま
で
開
か
れ
て
い
る
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で（
金
・
土
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）。

※
入
館
は
、
閉
館
の
30
分
前
ま
で
。
休
館
日
は
、
月
曜
日
。

梶コレクションエマーユ作品集

５
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

炎の芸術エマーユ

美しき女神たちの肖像

炎の芸術エマーユ

美しき女神たちの肖像

梶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

国
立
西
洋
美
術
館
で

６
月
15
日
ま
で
開
催

「
色
彩
の
宝
石
、
エ
マ
ー
ユ
の
美
」

出版されたエマーユ作品集

梶コレクション展での梶光夫氏

　
Ｒ
Ｘ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
が
５
月
15

日
～
17
日
、
兵
庫
県
の
神
戸
国

際
展
示
場
で
４
６
０
社
が
出
展

す
る
西
日
本
最
大
の
宝
飾
展

「
第
29
回
神
戸
国
際
宝
飾
展（
Ｉ

Ｊ
Ｋ
２
０
２
５
）」
を
過
去
最

大
の
規
模
で
開
催
し
た
。

　
出
展
商
品
は
多
岐
に
わ
た

り
、
ラ
イ
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
か
ら

高
級
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
ハ
ン
ド
メ

来
場
者
殺
到 

活
発
な
商
談

煌めく８８万点ジュエリー 酔いしれる会場
過去最大規模で開催 第２９回

神
戸
国
際
宝
飾
展

盛
況

煌めく８８万点ジュエリー 酔いしれる会場
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